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Ò 事業費用および事業収益

事 業 費 用

人 件 費 337¶052¶216 95¶698¶854 32¶095¶331 81¶104¶650 47¶210¶809 593¶161¶860 146¶726¶396 739¶888¶256

謝 金 6¶814¶122 4¶009¶599 20¶000 777¶282 120¶000 11¶741¶003 0 11¶741¶003

職 員 旅 費 20¶882¶553 84¶320 364¶330 1¶153¶910 209¶260 22¶694¶373 2¶159¶380 24¶853¶753

委 員 等 旅 費 8¶264¶100 3¶496¶240 826¶380 1¶083¶360 810¶750 14¶480¶830 189¶020 14¶669¶850

備 品 消 耗 品 費 92¶928¶208 35¶737¶831 3¶210¶486 120¶246¶702 17¶204¶619 269¶327¶846 21¶097¶388 290¶425¶234

光 熱 水 料 5¶418¶426 5¶001¶624 1¶042¶005 5¶626¶827 416¶802 17¶505¶684 3¶334¶415 20¶840¶099

減 価 償 却 費 6¶368¶425 1¶176¶164 254¶279 38¶889¶923 172¶900 46¶861¶691 10¶553¶529 57¶415¶220

雑 役 務 費 等 22¶564¶865 6¶296¶148 4¶006¶640 10¶875¶165 1¶717¶131 45¶459¶949 16¶531¶929 61¶991¶878

小 計 500¶292¶915 151¶500¶780 41¶819¶451 259¶757¶819 67¶862¶271 1¶021¶233¶236 200¶592¶057 1¶221¶825¶293

支 払 利 息 0 0 0 1¶094¶798 0 1¶094¶798 273¶700 1¶368¶498

計 500¶292¶915 151¶500¶780 41¶819¶451 260¶852¶617 67¶862¶271 1¶022¶328¶034 200¶865¶757 1¶223¶193¶791

事 業 収 益

運 営 費 交 付 金 収 益 491¶257¶734 145¶408¶724 41¶371¶610 255¶808¶262 67¶611¶946 1¶001¶458¶276 274¶023¶658 1¶275¶481¶934

資 産 見 返 負 債 戻 入 6¶368¶425 1¶176¶164 254¶279 4¶719¶712 172¶900 12¶691¶480 2¶010¶976 14¶702¶456

国 以 外 か ら の 受 託 収 入 1¶500¶000 0 0 0 0 1¶500¶000 0 1¶500¶000

寄 附 金 収 益 160¶234 0 0 0 0 160¶234 0 160¶234

そ の 他 の 収 入 0 0 0 0 0 0 18¶756¶308 18¶756¶308

計 499¶286¶393 146¶584¶888 41¶625¶889 260¶527¶974 67¶784¶846 1¶015¶809¶990 294¶790¶942 1¶310¶600¶932

事 業 利 益 87¶407¶141

Ó 総 資 産 6¶864¶372¶827 6¶864¶372¶827
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損益外減価償却相当額 163¶512¶311 163¶512¶311

引当外賞与見積額 －1¶480¶206 －185¶739 －125¶553 －859¶455 －146¶571 －2¶797¶524 －988¶677 －3¶786¶201

引当外退職給付増加見積額 －6¶530¶608 408¶624 －422¶833 2¶920¶475 211¶246 －3¶413¶096 808¶933 －2¶604¶163
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１．事業の種類は、中期計画の集計区分を勘案して区分している。
２．総資産は各セグメントで共同利用しており各セグメントに配分することが困難なため共通に計上している。
３．業務区分については中期計画記載の各活動の順序と整合をとったため、平成18年度から教育相談活動及び情報普及活動の順序が変わっている。
また、事業費用については損益計算書との整合を取るため各費用の順序を入れ替え、支払利息については別計上とした。

４．各区分の損益外減価償却相当額、引当外賞与見積額及び引当外退職給付増加見積額は下記のとおりです。なお損益外減価償却相当額は資産を各セグメントで共同利用しており、各セグメントに配分
することが困難なため共通に計上している。
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